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【手続補正書】
【提出日】平成20年1月11日(2008.1.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｃ４Ｆ９ＯＣＨ３と
　１，１，２，２，３－ペンタフルオロプロパン、
　１，１，１，３，３－ペンタフルオロプロパン、
　１，１，３－トリフルオロプロパン、
　１，３－ジフルオロプロパン、
　２－（ジフルオロメチル）－１，１，１，２，３，３－ヘキサフルオロプロパン、
　１，１，２，２，３，３，４，４－オクタフルオロブタン、
　１，１，１，２，２，４－ヘキサフルオロブタン、
　１，１，１，３，３－ペンタフルオロブタン、
　１，１－ジフルオロブタン、
　１，３－ジフルオロ－２－メチルプロパン、
　１，２－ジフルオロ－２－メチルプロパン、
　１，２－ジフルオロブタン、
　１，３－ジフルオロブタン、
　１，４－ジフルオロブタン、
　２，３－ジフルオロブタン、
　１，１，１，２，３，３，４，４－オクタフルオロ－２－（トリフルオロメチル）ブタ
ン、
　１，１，１，２，２，３，３，４，４，５，５－ウンデカフルオロペンタン、
　１，１，１，２，２，３，４，５，５，５－デカフルオロペンタン、
　１，１，１，２，２，３，３，５，５，５－デカフルオロペンタン、
　１，１，１，４，４，４－ヘキサフルオロ－２－（トリフルオロメチル）ブタン、
　１，１，１－トリフルオロペンタン、
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　１，１，１－トリフルオロ－３－メチルブタン、
　１，１－ジフルオロペンタン、
　１，２－ジフルオロペンタン、
　２，２－ジフルオロペンタン、
　１，１，１－トリフルオロヘキサン、
　１，１，１，２，２，３，３，４，４，５，５，６，６－トリデカフルオロヘキサン、
　１，１，１，２，２，５，５，５－オクタフルオロ－４－（トリフルオロメチル）ペン
タン、および
　１，１，２，２－テトラフルオロシクロブタン
よりなる群から選択されたヒドロフルオロカーボンとを含むことを特徴とする冷媒または
伝熱流体組成物。
【請求項２】
　（ｉ）遠心圧縮機、または（ｉｉ）多段遠心圧縮機、または（ｉｉｉ）シングルスラブ
／ワンパス熱交換器を用いる冷凍またはエアコン機器での使用に好適な冷媒または伝熱流
体組成物であって、Ｃ４Ｆ９ＯＣＨ３と
　１，１，２，２，３－ペンタフルオロプロパン、
　１，１，１，３，３－ペンタフルオロプロパン、
　１，１，３－トリフルオロプロパン、
　１，３－ジフルオロプロパン、
　２－（ジフルオロメチル）－１，１，１，２，３，３－ヘキサフルオロプロパン、
　１，１，２，２，３，３，４，４－オクタフルオロブタン、
　１，１，１，２，２，４－ヘキサフルオロブタン、
　１，１，１，３，３－ペンタフルオロブタン、
　１，１－ジフルオロブタン、
　１，３－ジフルオロ－２－メチルプロパン、
　１，２－ジフルオロ－２－メチルプロパン、
　１，２－ジフルオロブタン、
　１，３－ジフルオロブタン、
　１，４－ジフルオロブタン、
　２，３－ジフルオロブタン、
　１，１，１，２，３，３，４，４－オクタフルオロ－２－（トリフルオロメチル）ブタ
ン、
　１，１，１，２，２，３，３，４，４，５，５－ウンデカフルオロペンタン、
　１，１，１，２，２，３，４，５，５，５－デカフルオロペンタン、
　１，１，１，２，２，３，３，５，５，５－デカフルオロペンタン、
　１，１，１，４，４，４－ヘキサフルオロ－２－（トリフルオロメチル）ブタン、
　１，１，１－トリフルオロペンタン、
　１，１，１－トリフルオロ－３－メチルブタン、
　１，１－ジフルオロペンタン、
　１，２－ジフルオロペンタン、
　２，２－ジフルオロペンタン、
　１，１，１－トリフルオロヘキサン、
　１，１，１，２，２，３，３，４，４，５，５，６，６－トリデカフルオロヘキサン、
　１，１，１，２，２，５，５，５－オクタフルオロ－４－（トリフルオロメチル）ペン
タン、および
　１，１，２，２－テトラフルオロシクロブタン
よりなる群から選択されたヒドロフルオロカーボンとを含むことを特徴とする組成物。
【請求項３】
　約１～約７８重量パーセントのＣ４Ｆ９ＯＣＨ３および約９９～約２２重量パーセント
の１，１，３－トリフルオロプロパン、
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　約１～約９９重量パーセントのＣ４Ｆ９ＯＣＨ３および約９９～約１重量パーセントの
１，３－ジフルオロブタン、
　約１～約９９重量パーセントのＣ４Ｆ９ＯＣＨ３および約９９～約１重量パーセントの
２，２－ジフルオロペンタン、
　約３９～約９９重量パーセントのＣ４Ｆ９ＯＣＨ３および約６１～約１重量パーセント
の１，１，１－トリフルオロヘキサン、および
　約１～約９９重量パーセントのＣ４Ｆ９ＯＣＨ３および約９９～約１重量パーセントの
１，１，２，２－テトラフルオロシクロブタン
よりなる群から選択されることを特徴とする共沸または擬共沸組成物。
【請求項４】
　約４２．４℃の温度で約１４．７ｐｓｉａ（１０１ｋＰａ）の蒸気圧を有する４０．８
重量パーセントのＣ４Ｆ９ＯＣＨ３および５９．２重量パーセントの１，１，３－トリフ
ルオロプロパン、
　約５９．０℃の温度で約１４．７ｐｓｉａ（１０１ｋＰａ）の蒸気圧を有する４９．３
重量パーセントのＣ４Ｆ９ＯＣＨ３および５０．７重量パーセントの１，３－ジフルオロ
ブタン、
　約５４．３℃の温度で約１４．７ｐｓｉａ（１０１ｋＰａ）の蒸気圧を有する６３．８
重量パーセントのＣ４Ｆ９ＯＣＨ３および３６．２重量パーセントの２，２－ジフルオロ
ペンタン、
　約５９．６℃の温度で約１４．７ｐｓｉａ（１０１ｋＰａ）の蒸気圧を有する９１．０
重量パーセントのＣ４Ｆ９ＯＣＨ３および９．０重量パーセントの１，１，１－トリフル
オロヘキサン、および
　約５０．０℃の温度で約１４．７ｐｓｉａ（１０１ｋＰａ）の蒸気圧を有する７．２重
量パーセントのＣ４Ｆ９ＯＣＨ３および９２．８重量パーセントの１，１，２，２－テト
ラフルオロシクロブタン
よりなる群から選択されることを特徴とする共沸組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０８】
　データは、本発明の組成物がＣＦＣ－１１３に類似のエバポレーターおよび凝縮器圧力
を有することを示す。幾つかの組成物はまた、ＣＦＣ－１１３より高いキャパシティまた
はエネルギー効率（ＣＯＰ）を有する。
　本発明は、以下の態様を含む。
（態様１）
　Ｃ４Ｆ９ＯＣＨ３と
　１，１，２，２，３－ペンタフルオロプロパン、
　１，１，１，３，３－ペンタフルオロプロパン、
　１，１，３－トリフルオロプロパン、
　１，３－ジフルオロプロパン、
　２－（ジフルオロメチル）－１，１，１，２，３，３－ヘキサフルオロプロパン、
　１，１，２，２，３，３，４，４－オクタフルオロブタン、
　１，１，１，２，２，４－ヘキサフルオロブタン、
　１，１，１，３，３－ペンタフルオロブタン、
　１，１－ジフルオロブタン、
　１，３－ジフルオロ－２－メチルプロパン、
　１，２－ジフルオロ－２－メチルプロパン、
　１，２－ジフルオロブタン、
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　１，３－ジフルオロブタン、
　１，４－ジフルオロブタン、
　２，３－ジフルオロブタン、
　１，１，１，２，３，３，４，４－オクタフルオロ－２－（トリフルオロメチル）ブタ
ン、
　１，１，１，２，２，３，３，４，４，５，５－ウンデカフルオロペンタン、
　１，１，１，２，２，３，４，５，５，５－デカフルオロペンタン、
　１，１，１，２，２，３，３，５，５，５－デカフルオロペンタン、
　１，１，１，４，４，４－ヘキサフルオロ－２－（トリフルオロメチル）ブタン、
　１，１，１－トリフルオロペンタン、
　１，１，１－トリフルオロ－３－メチルブタン、
　１，１－ジフルオロペンタン、
　１，２－ジフルオロペンタン、
　２，２－ジフルオロペンタン、
　１，１，１－トリフルオロヘキサン、
　１，１，１，２，２，３，３，４，４，５，５，６，６－トリデカフルオロヘキサン、
　１，１，１，２，２，５，５，５－オクタフルオロ－４－（トリフルオロメチル）ペン
タン、および
　１，１，２，２－テトラフルオロシクロブタン
よりなる群から選択されたヒドロフルオロカーボンとを含むことを特徴とする冷媒または
伝熱流体組成物。
（態様２）
　（ｉ）遠心圧縮機、または（ｉｉ）多段遠心圧縮機、または（ｉｉｉ）シングルスラブ
／ワンパス熱交換器を用いる冷凍またはエアコン機器での使用に好適な冷媒または伝熱流
体組成物であって、Ｃ４Ｆ９ＯＣＨ３と
　１，１，２，２，３－ペンタフルオロプロパン、
　１，１，１，３，３－ペンタフルオロプロパン、
　１，１，３－トリフルオロプロパン、
　１，３－ジフルオロプロパン、
　２－（ジフルオロメチル）－１，１，１，２，３，３－ヘキサフルオロプロパン、
　１，１，２，２，３，３，４，４－オクタフルオロブタン、
　１，１，１，２，２，４－ヘキサフルオロブタン、
　１，１，１，３，３－ペンタフルオロブタン、
　１，１－ジフルオロブタン、
　１，３－ジフルオロ－２－メチルプロパン、
　１，２－ジフルオロ－２－メチルプロパン、
　１，２－ジフルオロブタン、
　１，３－ジフルオロブタン、
　１，４－ジフルオロブタン、
　２，３－ジフルオロブタン、
　１，１，１，２，３，３，４，４－オクタフルオロ－２－（トリフルオロメチル）ブタ
ン、
　１，１，１，２，２，３，３，４，４，５，５－ウンデカフルオロペンタン、
　１，１，１，２，２，３，４，５，５，５－デカフルオロペンタン、
　１，１，１，２，２，３，３，５，５，５－デカフルオロペンタン、
　１，１，１，４，４，４－ヘキサフルオロ－２－（トリフルオロメチル）ブタン、
　１，１，１－トリフルオロペンタン、
　１，１，１－トリフルオロ－３－メチルブタン、
　１，１－ジフルオロペンタン、
　１，２－ジフルオロペンタン、
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　２，２－ジフルオロペンタン、
　１，１，１－トリフルオロヘキサン、
　１，１，１，２，２，３，３，４，４，５，５，６，６－トリデカフルオロヘキサン、
　１，１，１，２，２，５，５，５－オクタフルオロ－４－（トリフルオロメチル）ペン
タン、および
　１，１，２，２－テトラフルオロシクロブタン
よりなる群から選択されたヒドロフルオロカーボンとを含むことを特徴とする組成物。
（態様３）
　約１～約７８重量パーセントのＣ４Ｆ９ＯＣＨ３および約９９～約２２重量パーセント
の１，１，３－トリフルオロプロパン、
　約１～約９９重量パーセントのＣ４Ｆ９ＯＣＨ３および約９９～約１重量パーセントの
１，３－ジフルオロブタン、
　約１～約９９重量パーセントのＣ４Ｆ９ＯＣＨ３および約９９～約１重量パーセントの
２，２－ジフルオロペンタン、
　約３９～約９９重量パーセントのＣ４Ｆ９ＯＣＨ３および約６１～約１重量パーセント
の１，１，１－トリフルオロヘキサン、および
　約１～約９９重量パーセントのＣ４Ｆ９ＯＣＨ３および約９９～約１重量パーセントの
１，１，２，２－テトラフルオロシクロブタン
よりなる群から選択されることを特徴とする共沸または擬共沸組成物。
（態様４）
　約４２．４℃の温度で約１４．７ｐｓｉａ（１０１ｋＰａ）の蒸気圧を有する４０．８
重量パーセントのＣ４Ｆ９ＯＣＨ３および５９．２重量パーセントの１，１，３－トリフ
ルオロプロパン、
　約５９．０℃の温度で約１４．７ｐｓｉａ（１０１ｋＰａ）の蒸気圧を有する４９．３
重量パーセントのＣ４Ｆ９ＯＣＨ３および５０．７重量パーセントの１，３－ジフルオロ
ブタン、
　約５４．３℃の温度で約１４．７ｐｓｉａ（１０１ｋＰａ）の蒸気圧を有する６３．８
重量パーセントのＣ４Ｆ９ＯＣＨ３および３６．２重量パーセントの２，２－ジフルオロ
ペンタン、
　約５９．６℃の温度で約１４．７ｐｓｉａ（１０１ｋＰａ）の蒸気圧を有する９１．０
重量パーセントのＣ４Ｆ９ＯＣＨ３および９．０重量パーセントの１，１，１－トリフル
オロヘキサン、および
　約５０．０℃の温度で約１４．７ｐｓｉａ（１０１ｋＰａ）の蒸気圧を有する７．２重
量パーセントのＣ４Ｆ９ＯＣＨ３および９２．８重量パーセントの１，１，２，２－テト
ラフルオロシクロブタン
よりなる群から選択されることを特徴とする共沸組成物。
（態様５）
　冷却される物体の近傍で上記態様１～４のいずれか一つに記載の組成物を蒸発させ、そ
の後前記組成物を凝縮させる工程を含むことを特徴とする冷却をもたらすための方法。
（態様６）
　加熱される物体の近傍で上記態様１～４のいずれか一つに記載の組成物を凝縮させ、そ
の後前記組成物を蒸発させる工程を含むことを特徴とする熱をもたらすための方法。
（態様７）
　前記組成物を熱源からヒートシンクへ移す工程を含むことを特徴とする伝熱のための上
記態様１～４のいずれか一つに記載の組成物の使用方法。
（態様８）
　ナフタルイミド、ペリレン、クマリン、アントラセン、フェナントレン、キサンテン、
チオキサンテン、ナフトキサンテン、フルオレセイン、前記染料の誘導体、およびそれら
の組合せよりなる群から選択された少なくとも１つの紫外線蛍光染料をさらに含むことを
特徴とする上記態様１に記載の組成物。
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（態様９）
　ナフタルイミド、ペリレン、クマリン、アントラセン、フェナントレン、キサンテン、
チオキサンテン、ナフトキサンテン、フルオレセイン、前記染料の誘導体およびそれらの
組合せよりなる群から選択された少なくとも１つの紫外線蛍光染料をさらに含むことを特
徴とする上記態様２～４のいずれか一つに記載の組成物。
（態様１０）
　炭化水素、ジメチルエーテル、ポリオキシアルキレングリコールエーテル、アミド、ケ
トン、ニトリル、クロロカーボン、エステル、ラクトン、アリールエーテル、ヒドロフル
オロエーテル、および１，１，１－トリフルオロアルカンよりなる群から選択された少な
くとも１つの可溶化剤をさらに含み、冷媒および可溶化剤が同じ化合物ではないことを特
徴とする上記態様８に記載の組成物。
（態様１１）
　前記可溶化剤が、
　ａ）式Ｒ１［（ＯＲ２）ｘＯＲ３］ｙ（式中、ｘが１～３の整数であり、ｙが１～４の
整数であり、Ｒ１が水素および１～６個の炭素原子とｙ個の結合部位とを有する脂肪族炭
化水素基から選択され、Ｒ２が２～４個の炭素原子を有する脂肪族ヒドロカルビレン基か
ら選択され、Ｒ３が水素、ならびに１～６個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化
水素基から選択され、Ｒ１およびＲ３の少なくとも１つが前記炭化水素基から選択される
）で表され、約１００～約３００原子質量単位の分子量を有するポリオキシアルキレング
リコールエーテル、
　ｂ）式Ｒ１ＣＯＮＲ２Ｒ３およびシクロ－［Ｒ４ＣＯＮ（Ｒ５）－］（式中、Ｒ１、Ｒ
２、Ｒ３およびＲ５が独立して１～１２個の炭素原子を有する脂肪族および脂環式炭化水
素基、ならびに６～１２個の炭素原子を有する多くても１つの芳香族基から選択され、Ｒ
４が３～１２個の炭素原子を有する脂肪族ヒドロカルビレン基から選択される）で表され
、約１００～約３００原子質量単位の分子量を有するアミド、
　ｃ）式Ｒ１ＣＯＲ２（式中、Ｒ１およびＲ２が独立して１～１２個の炭素原子を有する
脂肪族、脂環式およびアリール炭化水素基から選択される）で表され、約７０～約３００
原子質量単位の分子量を有するケトン、
　ｄ）式Ｒ１ＣＮ（式中、Ｒ１が５～１２個の炭素原子を有する脂肪族、脂環式またはア
リール炭化水素基から選択される）で表され、約９０～約２００原子質量単位の分子量を
有するニトリル、
　ｅ）式ＲＣｌｘ（式中、ｘが整数１または２から選択され、Ｒが１～１２個の炭素原子
を有する脂肪族および脂環式炭化水素基から選択される）で表され、約１００～約２００
原子質量単位の分子量を有するクロロカーボン、
　ｆ）式Ｒ１ＯＲ２（式中、Ｒ１が６～１２個の炭素原子を有するアリール炭化水素基か
ら選択され、Ｒ２が１～４個の炭素原子を有する脂肪族炭化水素基から選択される）で表
され、約１００～約１５０原子質量単位の分子量を有するアリールエーテル、
　ｇ）式ＣＦ３Ｒ１（式中、Ｒ１が約５～約１５個の炭素原子を有する脂肪族および脂環
式炭化水素基から選択される）で表される１，１，１－トリフルオロアルカン、
　ｉ）式Ｒ１ＯＣＦ２ＣＦ２Ｈ（式中、Ｒ１が約５～約１５個の炭素原子を有する脂肪族
および脂環式炭化水素基から選択される）で表されるヒドロフルオロエーテル、および
　ｊ）構造［Ｂ］、［Ｃ］、および［Ｄ］
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（ここでＲ１～Ｒ８が独立して水素、線状、分岐、環式、二環式、飽和および不飽和のヒ
ドロカルビル基から選択される）で表され、分子量が約１００～約３００原子質量単位で
あるラクトン、ならびに
　ｋ）一般式Ｒ１ＣＯ２Ｒ２（式中、Ｒ１およびＲ２が独立して線状および環式の、飽和
および不飽和の、アルキルおよびアリール基から選択される）で表され、約８０～約５５
０原子質量単位の分子量を有するエステル、
よりなる群から選択されることを特徴とする上記態様１０に記載の組成物。
（態様１２）
　（ｉ）紫外線蛍光染料を可溶化剤の存在下で伝熱流体の冷媒組成物に溶解させ、該組合
せを前記圧縮冷凍もしくはエアコン機器へ導入すること、または（ｉｉ）可溶化剤とＵＶ
蛍光染料とを組み合わせ、前記組合せを冷媒および／または伝熱流体を含有する冷凍もし
くはエアコン機器へ導入することによって組成物を圧縮冷凍またはエアコン機器へ導入す
る工程を含むことを特徴とする上記態態様１０に記載の組成物の使用方法。
（態様１３）
　前記組成物を前記機器に提供する工程と、前記機器の漏洩ポイントでまたは近傍で前記
組成物を検出するための好適な手段を提供する工程とを含むことを特徴とする圧縮冷凍ま
たはエアコン機器での上記態様８または１０に記載の組成物の使用方法。
（態様１４）
　（ｉ）冷却される物体の近傍で前記組成物を蒸発させ、その後前記組成物を凝縮させる
ことによって冷却をもたらす工程、または
　（ｉｉ）加熱される物体の近傍で前記組成物を凝縮させ、その後前記組成物を蒸発させ
ることによって熱をもたらす工程
を含むことを特徴とする上記態様８または１０に記載の組成物の使用方法。
（態様１５）
　熱安定剤または臭気を帯びたマスキング剤をさらに含むことを特徴とする上記態様１～
４のいずれか一つに記載の組成物。
（態様１６）
　前記熱安定剤がニトロメタンであることを特徴とする上記態様１５に記載の組成物。
（態様１７）
　多段圧縮機を用いる冷凍またはエアコン機器で熱または冷却をもたらすことを含むこと
を特徴とする上記態様２または３に記載の組成物の使用方法。
（態様１８）
　前記多段圧縮機が２段圧縮機であることを特徴とする上記態様１７に記載の方法。
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